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８月11日 ㊐

歌謡 　山西アカリ
子供神輿連合渡御

1 5：0 0

令和６年

行 事 日 程

献花　江東区茶華道会献句　秉燭会

８月12日 ㊊

　1 9：0 0 太鼓　葵太鼓

８月14日 ㊌

歌謡　りんともシスターズ1 5：3 0

1 4：0 0 琴・三味線演奏　生田流牡丹会
9：0 0 崇敬会参拝式

８月15日 ㊍
1 1：0 0 例祭祭典
1 8：0 0 琴演奏　山木千賀
1 8：0 0 お茶会　江東区茶華道会
2 0：0 0 ガムラン演奏と舞踊　深川バロン倶楽部

能舞台　深川能舞台1 7：0 0

おどり　細川民族舞踊研究会1 9：0 0

８月13日 ㊋

1 5：0 0 ジャズ演奏 ザ･ドリーム･スクエア･ジャズ･オーケストラ
9：0 0 朝御饌祭

奉納剣道大会　江東区剣道連盟    9月8日（日）開催予定

1 8：0 0 神楽　石見神楽

　1 7：0 0 太鼓と舞　深川祭人
1 5：0 0 少林寺拳法　深川道院

神々への響き　富岡八幡宮太鼓の宴1 6：3 0

9：0 0

献花　江東区茶華道会

富岡八幡宮例大祭
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１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
　
鹿
島
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

16
　
中
秋
祭
宵
宮
（
神
楽
奉
奏
・
午
後
六
時
）

17
　
中
秋
祭
（
旧
暦
八
幡
祭
・
午
前
九
時
）

　
　
中
秋
祭
（
神
楽
奉
奏
・
午
後
六
時
）

22
　
秋
分
祭 

・ 

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

　
　
末
社
・
祖
霊
社
祭

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

※
左
記
の
恒
例
祭
は
、
時
刻
指
定
の
あ
る
も
の
を
除
き
午
前
九
時
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
ご
自
由
に
御
参
列
下
さ
い
。
御
参
列
の
際
は
午
前
八
時
五
十
五
分
ま
で
に
ご
本
殿
に
お
越
し
下
さ
い
。

8
月

9
月

〜
葉
月
〜

〜
長
月
〜

　

　

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
例
祭

　
　
詳
細
は
本
誌
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

25
　
末
社
・
天
満
天
神
社
例
祭

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

学
問
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
命
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
す
。

旧
暦
の
例
祭
に
あ
た
り
と
り
行
う
神
事

氏
子
崇
敬
者
の
祖
霊
を
慰
め
、
感
謝
を
捧
げ
る
お
祭
り
で
す
。

八
幡
宮
歴
代
別
当
・
神
職
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
、

春
分
・
秋
分
の
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

富 ごヶ よ岡 み行事

15

鹿
島
・
香
取
・
息
栖
三
神
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

10
月
〜
神
無
月
〜

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

10
　
末
社
・
金
刀
比
羅
社
例
祭

12
　
花
本
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
粟
島
社
例
祭

17
　
神
嘗
奉
祝
祭

20
　
末
社
・
恵
比
須
社
例
祭

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

金
比
羅
さ
ま
は
、
大
物
主
命
を
お
祀
り
す
る
海
上
安
全
の
神
社
で
す
。

御
祭
神
は
花
本
大
明
神
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
松
尾
芭
蕉
命
で
す
。

御
祭
神
・
事
代
主
命
は
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
え
び
す
顔
の
商
売
繁

盛
の
神
さ
ま
で
す
。

女
性
の
守
り
神
で
あ
る
粟
島
神
社
は
、
医
薬
の
神
・
少
名
彦
命
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
で
神
嘗
祭
（
新
穀
を
お
供
え
し
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
典
）

が
斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。

深
川
十
五
夜
祭
り

17〜14
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15日▶

子供神輿 49基 仮装神輿 3基

渡御区間　永代通り 門前仲町交差点から
富岡八幡宮区間を回ります 8月11日午前9時から12時

計52基渡御

11日▶

▶11～15日

未来に繋ぐ 和の絆
第 8回 子ども神輿連合渡御

永代通り

清
澄
通
り

神
さ
ま
に

よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
期
間
中
は

町
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

太
鼓
や
踊
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な

奉
納
行
事
も
行
わ
れ
る
の
よ
。

そ
し
て
今
年
は

や
っ
ぱ
り

子
供
神
輿
の

連
合
渡
御
！

明
日
を
担
う

深
川
っ
子
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い

神
輿
を
担
ぐ
よ
。

今
年
は

総
勢
五
十
二
基
、

見
応
え
充
分
だ
ね

僕
た
ち
の

勇
姿
を

ぜ
ひ
見
て
ね

わ
し
ょ
い!

っしょ
い

わっ

神代巫女
の神代巫女
のかみしろ

みこ

た
だ
今

　神道
勉
強
中

深
川
八
幡
ま
つ
り
っ
て

富
岡
八
幡
宮
の

お
ま
つ
り
な
の
?

そ
う

富
岡
八
幡
宮
は

江
戸
時
代
の
は
じ
め
に

建
て
ら
れ
た
神
社
で
、

私
た
ち
を
お
守
り
く
だ
さ
る

神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
よ
。

そ
の
年
に
一
回
の
特
別
な
日
が
八
月
の

お
ま
つ
り
な
の
。

神
様
へ
の

お
そ
な
え
も
の
の

中
心
は
お
米
な
の
。

八
幡
宮
で
は

以
前
か
ら
交
流
の
あ
る

岩
手
県
平
泉
町
に

田
ん
ぼ
を
設
け
て

お
米
作
り
を

し
て
い
る
の
よ
。

丹
精
込
め
て
育
て
た

お
米
は
十
一
月
の

新
嘗
祭
か
ら

ご
神
前
に

お
供
え
す
る
予
定
よ
。

無
事
に
稲
が
実
る
こ
と
を

祈
っ
て
楽
し
み
に

秋
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

中
で
も
特
に
大
事
な
の
は

例
祭
と
い
う
祭
典
だ
よ
。

大
神
さ
ま
に
毎
日
の
お
守
り
を

感
謝
し
て
、

ご
ち
そ
う
を
お
そ
な
え
し
た
り

巫
女
さ
ん
が
舞
を
舞
う
ん
だ
！お

祭
り
編

ふ
か
が
わ
は
ち
ま
ん

と
み
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う
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崇敬会のご案内
　
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
日
本
初
の
武ぶ

家け

法ほ
う

で
あ

り
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
に
も
強
い
影
響
を
与
え

た
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

。
そ
の
第
一
条
に
記
さ
れ
た
の
が
、

右
の
言
葉
で
す
。

　
神
様
は
人
間
の
尊
び
敬
う
心
に
よ
っ
て
そ
の
お
力

を
増
し
、
ま
た
人
間
は
神
様
の
お
力
を
い
た
だ
い
て

運
を
開
く
。

　
古
代
か
ら
の
日
本
人
の
信
仰
心
を
端
的
に
表
し
た

こ
の
言
葉
。
神
様
と
人
と
は
一
方
通
行
で
は
な
い
、

お
互
い
が
お
互
い
を
高
め
あ
う
存
在
で
あ
る
と
い
う

思
い
。

　
そ
の
思
い
を
か
た
ち
に
し
た
の
が
、崇
敬
会
で
す
。

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八
幡
様
の
御
神
徳
を

よ
り
一
層
仰
ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
々

と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た
い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様
と
と
も
に

日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
し

　
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ

会員特典

会員種別

• お名前を崇敬者台帳に記入し、毎
朝の祭典にて家内（社内）安全・
家業（社業）繁栄を祈願いたしま
す。

• 崇敬会特別祈願神札を毎年授与い
たします。

• 祭典・諸行事のご案内をいたしま
す。

• 八月の例祭期間に行われる崇敬会
員のみの特別参拝のご案内をいた
します。

• 社報「富ヶ岡」・「八幡ごよみ」な
どの出版物を贈呈いたします。

• 神社資料館の無料拝観ができます。
• 名誉会員は本会評議員に委嘱いた

します。
• 名誉会員には本祭り各町神輿連合

渡御特別観覧席に御招待いたしま
す。

•「法人会員のうち名誉会員・特別会
員の皆様には正月団体祈祷予約案
内を早期発送いたします。」

• 婚儀殿使用料の割引をいたします。
（会員種別・継続年数によって３～
10％の割引をいたします）

以下のいずれかにご入会いただき
ます。
　正　会　員　年会費　    3,000 円
　維持会員　年会費　    5,000 円
　賛助会員　年会費　  10,000 円
　特別会員　年会費　  50,000 円
　名誉会員　年会費 100,000 円
　なお、賛助会員以上は法人でも
ご入会いただけます。

出版物を贈呈いたします

祭典諸行事のご案内をいたします

毎朝、皆様のご安泰を祈念いたします

お問合せ・お申し込みは、社務所まで☎ 03（3642）1315

崇
敬
会
旅
行
案
内

高
野
山
と
伊
勢
神
宮
参
拝

�

十
一
月
十
日
か
ら
十
二
日

（
二
泊
三
日
）

　
当
崇
敬
会
で
は
年
に
一
度
会

員
並
び
に
崇
敬
者
の
皆
様
と
共

に
、
主
に
関
東
近
郊
の
由
緒

あ
る
社
寺
・
祭
礼
を
訪
れ
る
崇

敬
会
旅
行
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
第
二
十
五
回
を
迎
え
る
今

回
は
永
代
寺
と
合
同
で
八
幡

宮
・
永
代
寺
ゆ
か
り
の
高
野
山

と
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
伊

勢
神
宮
を
参
拝
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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富岡八幡宮御鎮座四百年記念事業

客殿

社務所

来る令和９年富岡八幡宮御鎮座 ４００年を迎えます
このよき年を祝し、次の百年さらに祭祀の厳修を図り、この地域の氏神神社と
して、また東京に名にし負う神社として役割をはたしていく基となるように、
次のような御鎮座四百年事業を展開してまいります。
皆様のご理解とご奉賛をお願い申し上げます。

一 . 御本殿大修理
　　　御本殿の耐震補強工事・お屋根の葺き替え工事、内外装工事等を行います。

二 . 客殿の新築
　　　御本殿修理中は仮殿とし、御本殿竣工後は参拝控室・直会場として使用します。

三 . 社務所移転新築
　　　�社務所を移転新築、現社務所は解体し御本社から弁天池にかけて広々としていた

戦前の境内を取り戻します。（この事業は令和９年以降の実施となります）

四 . 御鎮座四百年奉祝大祭
　　　令和９年８月に皆様と共に執り行い、御本社一の宮神輿渡御を行います。
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期間中は神楽舞やライトアップ、また江東区観光協会深川支部による
深川十五夜祭りを開催して様々な催し物を行います

中秋祭（旧暦八幡祭り）
₉月14日から
₉月17日

　
島
根
県
浜
田
市
の
伝
統
芸
能
石
見
神
楽
。

　
日
本
神
話
を
題
材
に
豪
華
絢
爛
な
衣
装
を
ま
と
っ
た

舞
人
が
軽
快
な
お
囃
子
と
共
に
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
を

披
露
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
本
場
浜
田
市
の
社
中
下
来
原
西
組
神
楽
社

中
を
お
迎
え
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
三
時
間
に
亘
る
上

演
が
決
定
し
ま
し
た
。

<予定演目 >
天神、恵比寿、八幡、頼政、大蛇

富
岡
八
幡
宮
公
演

石石
い

わ

い

わ

見見みみ

神神かか

楽楽
ぐ

ら

ぐ

ら

８
月
11
日
　
午
後
６
時
よ
り
９
時
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